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次号予告　　59 巻　2号 ヘッドライン　：　オゾンの化学

　化学教育協議会東海支部からの提案で，非平衡系の化学を主体とするヘッドライ
ンをお送りする。我々の身の回りの諸現象は，三つの平衡系（温度平衡，圧力平
衡，濃度平衡）のいずれかが非平衡状態の場合，それを等しくするように，すなわ
ち安定な平衡状態に向かって変化が起こる。本ヘッドラインでは，特に濃度平衡に
着目し，化学的非平衡状態に起因する諸現象を紹介していただく。小学生から大学
生まで興味を持てる実験も含まれているので，化学変化を理解するための一助とな
ることを期待する。

　キュリー夫人（Marie Skłodowska Curie, 1867─1934）のノーベル化学賞受賞
（1911 年）からちょうど百年の今年が「世界化学年」（International Year of 
Chemistry　:　IYC2011）と定められ，全世界で化学を啓蒙する催しや活動が行われ
ます（詳細は本誌の記事をご参照下さい）。そこで今年はキュリー夫人の実験ノー
トで本誌の表紙を飾ることにしました。この貴重なノートは現在，明星大学児玉記
念図書館に所蔵されています。ノーベル賞をご受賞された 11 年後の 1922 年（ユネ
スコ前身である国際知的協力委員として活躍）に行われた実験に関するもので，左
ページには真空実験装置とともにコントロール実験（実験Ⅵ）の記述があり，右
ページには 6月 17 日から 7月 7 日の本実験（実験Ⅶ）が記されています。この実
験では，水銀を利用したエマナシオン（emanation，放射性希ガスの総称，この場
合はラドン）の精製と凝縮の実験が左ページの装置を用いて行われています。
　ご協力いただいた明星大学，Astruc 先生（ボルドー大学），吉祥先生（サイエン
ススタジオ・マリー）に感謝いたします。

59 巻　表紙の言葉
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